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多様性 

校長 櫻井 勉 

 かつて中東のドバイで暮らしていた頃の思い出です。

休日のちょっとした外出にはタクシーを利用することが

ありました。私が助手

席に乗り込むと(※日

本では後部座席が一

般的ですが、助手席

に乗る 国も ありま

す)、ドライバーがこう

尋ねてきます。 

『どこの国から来たんだい？』 私はにっこり笑って

「どこの国だと思う？」と聞き返します。すると『フィリピ

ンかい？』——「Ｎｏ」、『中国かな？』——「No」、『うーん、

じゃあ韓国か？』——「No」…。 こんなやりとりが続き

ます。そして「日本だよ」と正解を告げると、彼は大げさ

な身ぶりを交えてうれしそうに言います。『おー、そう

か！日本はいい国だ。自動車は日本製が最高さ！』 彼

のタクシーが日本のメーカーであることは言うまでもあ

りません。   

そして次は私の番です。英語のイントネーションから

「あなたは、パキスタン出身でしょう？」——『正解！』、

「パキスタンのオレンジは最高だね！」——『そうさ、気

候が最高だからね。』 彼は上機嫌で車を止め、固い握

手を交わして私はタクシーを降りました。 

このような小さな国際交流が日常的に繰り広げられ

ていたのが、人口の約８割を外国人労働者が占める、多

国籍都市ドバイでした。 

 多様な文化や習慣、考え

方、コミュニケーションの方

法に触れることはとても興

味深く、その背景を知るこ

とも楽しみの一つでした。   

一方で、多様な人々と接

すれば接するほど、人種や国籍、言語が違っても、相手

を思いやる気持ちや優しさは世界共通であることを実

感しました。 

  

今年度、第五中学校が目指す生徒像の一つに「多様な

他者からの学びを通して『共に生きる力』を伸ばしてい

く生徒」があります。その実現のためには、多様な立場 

 

や世代、価値観を尊重し、「違っているからこそ面白い。

もっと学びたい！」と、多様性を前向きに受け止める態

度を育てていくことが大切です。 

そして、さまざまな人との関わりの中で、よりよい「自

分らしさ」を見つけ、学びの成果や自分の考えを、自信

をもって「表現・発信」できる人へと成長していけるよう、 

地域や関係機関と連携しながら子どもたちを支えてい 

きます。 

 

 異国の地で多様な人々と出会い、「違うこと」の興味深

さを知った一方で、日本での生活が染みついている私

にとって、自然環境の大きな違いに慣れるのは簡単で

はありませんでした。 

◆日本では「天気は日によって変わるもの」が常識です

が、ドバイでは毎日が晴天でした。３年間で雨に降られ

たのはたったの２回。運

動会に「雨天中止」とい

う概念はなく、影響があ

るとすれば、昼間でも暗

くなるほどの「砂嵐」くら

いです。雨がほとんど降

らず、地下水も乏しい中、水は海水を淡水化する巨大プ

ラントによって供給されており、水不足の心配はありま

せんでした。 

◆日本人にとって身近な「地震」も、ドバイでは３年間一

度も経験しませんでした。地震がほとんど起こらない地

域であるため、砂漠の上に超高層ビルが次々に建てら

れているのです。 

◆７月のある日、中庭の温度計を見ると４８℃を示して

いました。湿度も高く、屋外では一瞬でサウナのように

なりますが、暑さを前

提に街や住宅が設計さ

れているため、どこで

も空調が整っていて、

日本の夏より快適に感

じることもありました。 

  

アラビア語圏では、約束の最後に「インシャ・アッラー

(神のご意志なら)」と言います。ある日、住宅の電気修

理を依頼すると「明日の午前中に行くよ。インシャ・アッ

ラー」と言われましたが、実際に来たのは午後３時過ぎ

でした。時間感覚については、あまり多様性がないほう

がいいな…と感じたことも、今ではよい思い出です。 

 
◇学校教育目標◇ 

・進んで考える人 

・情操豊かな人 

・心身ともに健康な人 
あげしお

令和 8年 5月１日 

鷹南学園三鷹市立第五中学校 

校長 櫻井 勉 

第 2号 

「あげしお」～物事の勢いが盛んになることを意味し、生徒が勢いよく活躍するという思いを込めて～ 

 



 

 

 

 

 

 

   

始業式(4/6)・入学式（４/7） 
始業式、入学式ともに、晴れ晴れと

した春らしい陽気の中で迎えることが

できました。 

始業式当日の朝、クラス発表のプリ

ントが配布されると、至るところで歓

声が湧き上がっていました。 

入学式では、上級生たちの素晴らし

い歌声に迎えられて、142名の新入生

たちが五中の仲間となりました。 

進学・進級ともに素晴らしい門出の

日となったことと思います。今後の皆

さんの活躍を楽しみにしています。 

 

   

 

   

新入生歓迎会（４/8） 

生徒会の主催行事で、生徒が主体と

なってスライド発表の準備を進めてき

ました。 

３校時には、各委員会の仕事内容や、

中学校生活の基本的な一日のスケジュ

ールなどの説明がありました。また、４

校時には、各部活動による部活動紹介

がありました。 

大技に挑戦する部に対して温かい拍

手や歓声がありました。それぞれの部

が、部の特性を生かした個性的な発表

を行いました。 

学園合同引渡し訓練(４/２２) 
  今回の学園合同引き渡し訓練では、

当日の配信が若干遅くなったものの、

事前の配信もあり、多くの保護者の

方々が、速やかに学校に引き取りに来

てくださいました。ありがとうござい

ました。 

 また、今回より教室での引き渡しを

試みましたが、特に混乱もなく引き渡

しをすることが出来ました。 

 昨今の自然災害の増加を鑑みまし

て、今後ともいざという時に備えて真

剣に避難訓練に取り組んでいきます。 

 

４月の五中生： 令和８年度がいよいよスタート！走り出しはいかがですか？ 

１（金） 眼科検診（1AB・３年・I 組） 

8（金） 全国学力調査英語③④（３年）  

眼科検診（１CD・２年） ⑥生徒総会 

9（土） PTA 総会（午前） 

１1（月）  ①体育大会全校練習 尿検査二次 

１2（火）  歯科検診（１年）  

１3（水） ⑤カット 職員会議 鷹教研 

心臓検診（１年） 

１4（木） 内科検診（３年） 

１6（土） 心臓検診予備日 

１8（月）  体育大会全校練習① 教育実習始 

19（火） 予行準備・係会 尿検査二次追加 

２0（水） ①体育大会予行 （雨天：平常授業） 

        職員打合せ 

２2（金） ⑤⑥前日準備 

２3（土）  第６6 回体育大会  

（雨天：月曜の時間割で平常授業） 

２5（月）  振替休業日 

２6（火）  体育大会予備日その１ 

２7（水）  体育大会予備日その２ 

（順延最終日） 

２8（木）  避難訓練 

29（金）  市学力調査 

４月 18 日（土） 

コミュニティ 

まつりにおいて、 

五中吹奏楽部が 

演奏を披露しま 

した。 

 全国学力・学習状況調査（３年生：4/23） 

今年度は、３年生を対象に国語・数学・英語で実施

されます。英語については web を利用した回答方式

となります。５月８日（金）に英語（話すこと）の調査実

施を予定しています。 

生徒会朝礼・認証式（4/２０） 

今年度初めての生徒会朝礼が行われました。直後の

認証式では、各専門委員会の委員長が代表として校長

先生から認証書を受取りました。皆の力でさらに五中を

発展させていきましょう。 

鷹南学園教育研究会（4/２２） 

本学園では、学園として小中共通のテーマを設定し、教科ごとの部会に分か

れて、授業の手立てについて研究を行っています。 

今年度も小中の教員同士が協力して研鑽を積んで参りますので、よろしく

お願いします。 

体育大会に向けて 
５月１１日（月）より、第６６回体育大会に向けて本格的な練習が始まります。昨

年度の体育大会では、種目等に大きな変更がありましたが、今年は昨年度の内

容を継続して、新しい体育大会の定着を目指していきます。 

 学校においては、安全を第一に熱中症等にも気を付けてまいりますが、ご家庭

におかれましては、お子様をサポートしていただき、何かお気づきのことがあれ

ば、担任を通じて学校にお伝えいただければと思います。 

※ 練習期間中【5/1１（月）～2３（土）】は、原則として体育着登校となります。 

   （白色ワンポイントのシャツでも可）  

※ 熱中症等の対策として、水筒・タオル・帽子などの準備をお願い 

します。（詳細は、担任を通して生徒たちへお伝えします） 

校支援配信（保護者連絡帳アプリ）の登録はお済みですか？ 
登録を希望する携帯（スマートフォン）から保護者連絡帳アプリをインストール

することで、学校からの連絡を確認することができます。まだお済みでない方

は、必ず手続きをお願いいたします。ご不明な点があれば、学校にお問い合わせ

ください。 


